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理事長賞

内　容

　竹川病院リハビリテーション部は毎年多くの新入職員を採用し、教育・育成をし事業を拡大、グループ施

設へもたくさん派遣をしてきました。来年度は161床全床が回復期リハビリテーション病棟となるため、例年よ

り多くの採用が必要となり、準備を進めてきました。これまで最大でも21名を採用したことはありますが、その

倍、40名の採用予定はかなり高いハードルでありました。

　また、コロナ感染症の予防対策から、例年通りの説明会の実施や、地方からの人の移動も困難となるこ

とが予想されました。

　例年は夏休みから、徐々に就職活動が始まり、病院見学や、学校で開かれる就職説明会へ出向き、対

面で行われていますが、予想通り、今年は人の移動が制限され、臨床実習からすべて中止になりました。

東京での感染の拡大から地方の学生の東京への移動も制限されています。

　有効な手段を模索した時、リモートでの説明会や、YouTubeで動画を作成し広く竹川病院のリハビリ

テーション部の良さを伝えようということになりました。大学側からも代替手段として動画での説明を求められま

した。

　オンラインでの説明会はうまくいかないこともありましたが、早い段階から試行錯誤を重ね、徐々に形となっ

ていきました。また、学生たちに自身の言葉で竹川病院リハビリテーション部の良さを伝えることは、改めて部

門の強みを確認でき、誇りを感じることができたようです。

　多くのスタッフの協力を得ながら　来年度40人の採用目標を年内に達成しました。また、竹川病院のみな

らず、ケアセンターけやき、老人保健施設ひなたにも１名ずつ竹川病院からの出向という形で採用できたこと

も特筆すべき点であると言えます。

以上の功績から理事長賞にふさわしいと考え推薦させていただきます。

竹川病院 理学療法士 　下鶴舞

来年度新卒セラピスト採用40名を達成した功績。

リハビリテーション部　可児利明

過去最大の40名の新卒採用を年内に達成し　ケアセンターけやき、老人保健施設
ひなたにも１名ずつ竹川病院からの出向という形で採用できたことも特筆すべき点で
あると考えます。       

       

       

       

       

       

       

功 績

推 薦 者

推 薦 理 由


